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一
昨
年
夏
の
富
士
宮
交
流
会
で
は
、

ア
ナ
キ
ズ
ム
文
献
セ
ン
タ
ー
を
今
後
ど

う
す
る
か
の
話
し
合
い
を
持
ち
ま
し

た
。
そ
の
次
の
年
、
昨
年
の
夏
の
交
流

会
で
は
、
当
セ
ン
タ
ー
は
当
面
は
任
意

昨
年
の
夏
以
降
に
会
員
に
な
ら
れ
た
方

は
、
是
非
、
継
続
し
て
来
年
度
の
会
費

の
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
会
員
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
方
を

心
か
ら
求
め
て
い
ま
す
。

運
営
に
は
、
ど
う
し
て
も
経
費
が
掛

て
く
だ
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

来
年
度
に
は
い
よ
い
よ
法
人
化
の
検

討
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

人
的
な
パ
ワ
ー
も
ま
た
必
要
に
な
っ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
東
京
近
辺
の
方

は
、
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。
（
さ
）

継
続
会
費
納
入
の
お
願
い

新
規
入
会
も
大
歓
迎
で
す

団
体
と
し
て
歩
む
こ
と
と
し
、
規
約
を

承
認
し
運
営
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て

管
理
・
運
営
を
す
る
　
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
文

献

セ

ン

タ

ー

（

Ｃ

Ｉ

Ｒ

Ａ

1

1

ａ

 

ｐ

ａ

ｎ
 
ａ
）
」
　
を
発
足
さ
せ
、
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。
。

規
約
に
あ
る
よ
う
に
、
年
度
始
ま
り

は
毎
年
一
月
一
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
運
営
委
員
会

か
ら
派
生
す
る
形
で
実
行
委
員
会
が

「
ア
ナ
キ
ス
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
」
　
を
作
り
、

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
り
、
費
用
を
捻
出
す
る

べ
く
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。
で
も
、

や
は
り
会
員
の
方
々
の
支
え
が
必
要
で

す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々
が
、
こ

の
ア
ナ
キ
ズ
ム
文
献
セ
ン
タ
ー
を
支
え

0 8 年版カレンダ一発売 ！

▼
表
紙
と
解
説
▼

ケ
ー
ス
（
ス
タ
ン
ド
）

が
付
い
て
い
ま
す

今
回
は
、
卓
上
型
と
し
ま
し
た
。
は

が
き
を
横
に
し
た
サ
イ
ズ
で
す
。
使
用

し
て
い
る
図
版
・
写
真
類
の
大
半
は
当

文
献
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
中
で
出
会
っ

た
も
の
で
す
。
資
料
整
理
の
過
程
で
発

見
し
た
写
真
な
ど
や
こ
の
一
年
間
の
国

内
外
の
活
動
に
関
す
る
も
の
な
ど
。
中

に
は
、
懐
か
し
い
も
の
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

一
部
五
〇
〇
円
（
送
料
込
み
）
。
会

員
の
方
に
は
、
既
に
発
送
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
購
入
希
望
の
方
は
入
金
を
。

申
し
込
み
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案
内

霧誕滋
．＿ｒ一一4Ｐ．

し
て
い
る
取
扱
書
店
な
ど

で
直
接
、
購
入
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

ケ
ー
ス
　
（
ス
タ
ン

ド
）
に
当
セ
ン
タ
ー

へ
の
入
会
申
込
書
を

同
封
し
て
い
ま
す
の

で
、
入
会
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。



文献センター通信　　　　　　　　　　　　　　（2）第5号

藤本文庫・紹介

名
古
屋
の
「
橘
宗
一
少
年
墓
碑
保
存
会
」
　
の
運
動
で
活
躍
し
て
お

ら
れ
た
藤
本
功
さ
ん
が
6
月
1
4
日
に
亡
く
な
ら
れ
、
そ
の
蔵
書
が
文

献
セ
ン
タ
ー
に
こ
の
度
、
寄
贈
さ
れ
た
。
藤
本
文
庫
と
し
て
整
理
・

保
存
し
て
い
く
予
定
で
す
が
、
整
理
す
る
中
で
「
国
救
・
さ
と
う
文

庫
蔵
書
」
と
押
印
さ
れ
た
本
の
多
い
こ
と
が
判
明
し
、
寄
贈
の
労
を

と
っ
て
い
た
だ
・
い
た
名
古
塵
の
黒
沢
和
子
さ
ん
に
そ
の
来
歴
を
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
返
事
を
い
た
だ
い
た
。
蔵
書
の
由
来
を

知
る
た
め
に
も
、
佐
藤
富
美
、
藤
本
功
さ
ん
の
略
歴
を
合
わ
せ
て
以

下
に
紹
介
し
ま
す
。

※
文
献
セ
ン
タ
ー
で
は
蔵
書
目
録
を
作
成
中
で
、
そ
の
一
部
を

本
紙
数
号
に
わ
た
っ
て
順
次
掲
載
し
ま
す
。

「
国
救
・
さ
と
う
文
庫
」

に
つ
い
て

－
　
国
救
と
い
う
の
は
、
日
本
国
民

救
援
会
の
略
で
、
さ
と
う
と
い
う
の

は
佐
藤
富
美
さ
ん
の
こ
と
で
す
。
佐

藤
さ
ん
と
藤
本
さ
ん
が
結
婚
さ
れ
た
の

は
ず
っ
と
後
の
こ
と
で
、
佐
藤
富
美
さ

ん
が
亡
く
な
る
数
日
前
の
こ
と
で
し
た

が
、
そ
れ
ま
で
富
美
さ
ん
は
名
古
屋
の

婦
人
有
権
者
同
盟
の
支
部
長
を
や
っ
て

お
り
、
有
り
余
る
財
産
を
、
有
効
に
使

い
た
い
と
思
っ
て
お
ら
れ
、
そ
う
い
う

形
で
何
か
と
援
助

し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
富
美
さ
ん
は

1

9

8

4

年

に

7

4

歳
で
亡
く
な
り
ま

し
た
の
で
、
そ
の

国歌・さとう
ま∴嘩∴惑∴宅

196ヶ年Ｊ月日日

後
は
そ
う
い
う
形
で
本
が
並
べ
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

佐
藤
富
美
さ
ん
の
略
歴

1

9

1

0

年

（

明

治

4

3

年

）

　

3

月

1

1

日
生
ま
れ
。

1
9
2
2
年
　
（
大
正
‖
年
）
　
4
月
、

愛
知
県
立
第
二
尚
等
女
学
校
入
学
、
2
6

年
3
月
同
校
卒
業
、
4
月
同
校
高
等
科

英
文
科
入
学
　
（
同
科
の
生
徒
数
1
3
名
）

し
、
2
9
年
3
月
同
校
高
等
科
卒
業
。

1
9
3
4
年
（
昭
和
9
年
）
2
月
2
5
日
、

愛
知
共
産
党
2
・
2
5
事
件
で
逮
捕
さ
れ

る
。
不
起
訴
（
官
憲
は
名
古
屋
市
内
糾
カ

所
の
ア
ジ
ト
を
急
襲
、
富
美
さ
ん
は
新
栄

署
に
留
置
、
取
り
調
べ
を
受
け
た
。
3
月

1
0
日
ま
で
に
1
5
7
名
検
挙
、
1
3
名
（
う

ち
女
性
は
加
藤
綾
子
の
み
）
起
訴
）
。

戦
後
は
日
本
婦
人
有
権
者
同
盟
に
参

加
、
名
古
屋
支
部
長
を
長
く
務
め
、
ま

た
日
中
友
好
運
動
、
松
川
事
件
被
告
の

救
援
運
動
に
参
加
、
婦
人
団
体
や
日
本

国
民
救
援
会
愛
知
県
本
部
、
愛
知
人
権

連
合
の
役
員
、
橘
宗
一
少
年
の
墓
碑
保

存
会
世
話
人
等
を
歴
任
。
人
民
解
放
運

動
に
生
涯
を
捧
げ
た
。

1

9

8

4

年

1

月

1

4

日

、

肝

臓

が

ん

の
た
め
死
去
。
享
年
7
3
歳
。

佐
藤
富
美
遺
文
集
『
つ
ら
つ
ら
椿
』
（
私

家
版
）
　
が
あ
る
。
こ
の
遺
文
集
『
つ
ら

つ

ら

椿

』

は

、

2

0

0

1

年

3

月

ま

で

に
藤
本
功
氏
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
が
、
同
年
1
2
月
藤
本
氏
の
事
故
に

よ
り
、
2
0
0
3
年
5
月
、
北
川
宏
氏
、

黒
沢
和
子
氏
ら
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。

藤
本
功
さ
ん
の
略
歴

1

9

1

5

年

　

（

大

正

4

年

）

　

1

0

月

1

日
、
長
崎
県
に
生
ま
れ
る
。
小
学
校
低

学
年
時
に
、
母
の
再
婚
に
よ
り
、
中
国

大
連
に
引
っ
越
す
。
大
連
一
中
か
ら
早

稲
田
高
等
学
院
に
進
み
、
昭
和
1
4
年
早

稲
田
大
学
卒
業
。
大
連
船
梁
（
通
商
大

連
ド
ッ
グ
）
　
に
勤
務
、
昭
和
2
0
年
7
月

召
集
さ
れ
朝
鮮
半
島
に
て
敗
戦
。

戦
後
、
大
連
に
て
日
本
へ
の
帰
還
者

運
動
に
従
事
、
帰
国
後
日
本
共
産
党
愛

知
県
委
員
と
な
る
。
日
本
国
民
救
援
会

（
専
従
）
　
役
員
と
し
て
松
川
事
件
は
じ

め
八
海
事
件
、
三
鷹
事
件
、
帝
銀
事
件
、

大
須
事
件
、
島
田
事
件
、
白
鳥
事
件
な

ど
多
く
の
冤
罪
事
件
の
真
相
究
明
に
取

り
組
む
。
こ
の
間
共
産
党
を
離
れ
、
日

本
国
民
救
援
会
愛
知
県
本
部
を
　
＼
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藤本文庫・目録（第1回）
神山茂夫研究　第一号（1975・10）～第六号（1979・04）付・「通信」第一号～第三〇号

神山茂夫研究会編集

通信　方位　第一号（1972・04）～第三四号（1974・12）付・「有声」「お知らせ」　　クラブ有声社

通信　方位　第三五号（1975・01）～第七三号（1978・05）

通信　方位　第七三号（1978・06）～第…・〇四号（1981・05）

通信　方位　第一〇〇号（1981・01）～第一四五号（1985・04）

通信　方位　第一四六号（1985・05）～第一九一号（1990・04）

人権のひろば　第一号（1965・01）～第五〇号（1969・10）

人権のひろば　第五一号（1970・01）～第一八五号（1982・10）

あいち松川通信　第三号（1960・01）～第四〇号（1964・11）

あいち松川通信　第三号（1960・01）～第一五号（1961・06）

あいち松川通信　第一六号（1961・07）～第四〇号（1964・11）

救援通信（愛知版）第一号（1956・09）～第二二号（1958・8）

救援通信（愛知版）第二三号（1958・10）～第三四号（1959・12）

あいち救援通信　第一号（1960・01）～第三〇号（1962・06）

あいち救援通信　第三一号（1962・07）～第一二二号（1970・11）

あいち救援通信　第一二三号（1971・01）～第一五三号（1974・01

クラブ有声社

クラブ有声社

クラブ有声社

クラブ有声社

愛知人権連合編集　愛知人権連合

愛知人権連合編集　愛知人権連合

愛知松川事件対策協議会

愛知松川事件対策協議会

愛知松川事件対策協議会

難波英夫（編集））

日本国民救援会中央本部

難波英夫（編集）

日本国民救援会中央本部

日本国民救援会愛知県本部

日本国民救援会愛知県本部

日本国民救援会愛知県本部

七・七大須騒擾事件控訴趣意書　　　大須事件被告有志　上告趣意書（大須事件）　　永田末男

愛知県労働運動史　第一巻～第四巻

野田弥三郎著作集　第－ｕ一一巻～第五巻

野田弥三郎著作集　翻訳・自伝

日本政治史Ｉ　　西欧の衝撃と開国

日本政治史　Ⅱ　　明治維新

日本政治史　Ⅲ　　天皇制の成立

愛知県（編集）

哲学教程野田弥三郎

野田弥三郎

信夫活三郎

信夫清三郎

信夫清三郎

第一法規出版株式会社

小川町企画出版部

小川町企画出版部

南窓社

南窓社

南窓杜

（次頁に続く）

＼
立
ち
上
げ
、
独
自
の
運
動
を
展
開
。

ま
た
愛
知
県
労
働
組
合
評
議
会
（
愛

労
評
）
　
を
母
体
と
す
る
　
「
愛
知
人
権
連

合
」
を
設
立
し
、
事
務
局
長
と
し
て
活
躍
、

人
権
闘
争
、
及
び
労
働
運
動
の
発
展
に

尽
く
す
。
社
会
運
動
家
顕
彰
碑
の
設
立

に
尽
力
し
、
戦
前
か
ら
の
愛
知
県
出
身

の
社
会
運
動
家
を
調
べ
上
げ
、
そ
の
業

績
と
と
も
に
顕
彰
す
る
事
務
局
を
長
年

に
わ
た
り
担
っ
た
。
鶴
舞
公
園
に
建
立

さ
れ
て
い
る
碑
の
前
で
毎
年
秋
に
社
会

運
動
家
顕
彰
祭
が
執
り
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
銘
板
に
は
6
0
0
名
近
く
の
運
動

家
が
刻
ま
れ
、
毎
年
増
え
て
い
る
。
今

年
藤
本
功
も
顕
彰
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
大
杉
栄
、
伊
藤
野
枝
と
と
も

に
虐
殺
さ
れ
た
橘
宗
一
君
の
、
そ
の
父

に
よ
っ
て
ひ
そ
か
に
作
ら
れ
て
い
た
墓

碑
が
、
1
9
5
7
年
に
名
古
屋
で
見
つ

か
っ
て
以
来
「
橘
宗
一
少
年
墓
碑
保
存

会
」
　
の
運
動
を
つ
づ
け
、
中
心
と
な
っ

て
活
躍
し
て
い
た
。
こ
の
運
動
も
引
き

継
が
れ
て
い
る
。

2

0

0

7

年

6

月

1

4

日

、

死

去

。
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藤本文庫・目録（第1回）続き

日本政治史　Ⅳ　大東亜戦争への道　信夫清三郎

名古屋地方労働運動史〔明治・大正篇〕　　　　斎藤勇

日本労働組合物語　明治　　　　　　大河内一男／松尾洋

日本労働組合物語　大正　　　　　　大河内一男／松尾洋

日本労働組合物語　昭和　　　　　　大河内一男／松尾洋

反戦資料捕虜になった日本兵士が編集した資料　　　　　鹿地亘（編）

私の秩父地図　　　　　　　井出孫六

秩父困民党紀行　　　　　　井出孫六

秩父困民党　　　　　　　　井出孫六

自由自治元年　　秩父事件資料・論文と解説　井田孫六

峠を歩く　　歴史紀行　　　井出孫六

小熊秀雄全詩集　　　　　　小熊秀雄

中野・金子・小熊詩集

金子光晴全集　第一巻～第五巻

金子光晴新詩集ＩＬ

どくろ杯

日本の芸術について

金子光晴文学的断想

詩人　金子光晴自伝

日本人について

酋ひがし

愛と詩ものがたり

天邪鬼

人非人伝

新雑事秘辛

鳥は巣に未完詩集　六道

金子光晴詩集

中野重治／金子光晴／小熊秀雄

金子光晴

金子光晴

金子光晴

金子光晴

金子光晴

金子光晴

金子光晴

金子光晴

金子光晴

金子光晴

金子光晴

金子光晴

金子光晴

金子光晴

若葉のうた　　　孫娘・その名は若葉

金子光晴詩集

屁のやうな歌

花とあきビン

風流Ｐ解記

絶望の精神史

金子光晴・草野心平

金子光晴

金子光晴茨木のり子（編）

金子光晴

金子光晴

金子光晴

体験した「明治百年」の悲惨と残酷　金子光晴

日本詩人全集24　金子光晴／草野心平

詩の本　Ｉ　詩の原理　金子光晴／大岡信／小野十三郎他　西脇順三郎／金子光晴監修

南窓杜

風媒社

筑摩書房

筑摩書房

筑摩書房

同成社

たいまつ社

平凡社

講談社

現代史出版会

筑摩書房

思潮社

新日本文学会

昭森社

動草書房

中央公論社

春秋社

冬樹社

平凡社

春秋社

中央公論社

サンリオ出版

大和書房

大光社

清書房

角川書店

創元社

勤草書房

鮒生書房

思潮社

青蛾書房

青蛾書房

光文社

新潮社

筑摩書房
（続く）
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岩
佐
作
太
郎
さ
ん
と
綿
引
邦
農
夫
さ

ん
が
遺
さ
れ
た
ア
ナ
キ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の

資
料
を
戸
田
三
三
冬
さ
ん
の
と
こ
ろ
で

少
し
ず
つ
整
理
す
る
手
伝
い
を
し
て
い

る
。
写
真
の
整
理
が
一
段
落
つ
い
た
と

こ
ろ
で
書
き
残
さ
れ
た
岩
佐
さ
ん
の
書

や
、
お
二
人
の
書
簡
な
ど
に
手
を
広
げ

和田久の墓望月桂の手紙、

て
い
る
が
、
そ
の
一
端
を
紹

介
し
て
み
る
。

綿
引
さ
ん
宛
の
望
月
桂
さ

ん
の
手
紙
が
あ
る
（
一
九
七
二

年
五
月
三
日
付
）
。
そ
の
一
過

に
　
「
過
日
他
か
ら
久
太
の
墓

↓
望
月
桂
の
ス
ケ
ッ
チ
と
サ
イ
ン

▲和田久の基

遥蓼紅

で
問
合
せ
が
あ
っ
た
が
…
…
、
件
明
美

旅
行
の
途
次
に
探
し
当
て
て
来
た
か

ら
、
案
内
図
と
墓
碑
の
ス
ケ
ッ
チ
を
送

る
」
と
あ
り
、
同
封
さ
れ
て
い
た
ス
ケ
ッ

チ
と
サ
イ
ン
を
掲
げ
て
み
る
。

ゆ
う
の
会
に
平
山
さ
ん
に
墓
の
こ
と

を
た
ず
ね
る
と
、
写
真
を
送
っ
て
く
れ

た
。
「
何
年
か
前
、
ゆ
か
り
の
あ
る
人

が
新
し
く
し
た
よ
う
で
」
　
と
も
書
き
添

え
ら
れ
て
い
て
、
ス
ケ
ッ
チ
と
現
在
の

写
真
を
比
べ
る
と
、
姿
が
違
っ
て
い
る
。

墓
所
は
、
兵
庫
県
の
明
石
駅
近
く
の
光

明
寺
で
、
平
山
さ
ん
は
　
「
事
前
に
連
絡

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
つ
で
も
ご
案
内

し
ま
す
」
　
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
手
紙
に
は
　
「
俺
も
久
太
の
注
文

で
死
灰
で
月
見
草
に
花
を
咲
か
せ
て

や
っ
た
」
　
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
ょ
っ

と
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、

こ
れ
は
本
当
に
遺
灰
で
　
（
も
ち
ろ
ん
土

に
混
ぜ
て
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
）
　
月

見
草
の
花
を
咲
か
せ
た
。
戸
田
さ
ん
が

そ
の
鉢
を
見
た
と
証
言
し
て
く
れ
た
。

☆

で
大
き
め
で
す
。
一
着
二
千
円
で
、
収

益
は
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
費
に
な
り
ま

す
。
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
郵
便
振
替
か
、
メ
ー

ル
で
、
サ
イ
ズ
・
種
類
を
明
記
し
て
文

献
セ
ン
タ
ー
ま
で
。
送
料
は
無
料
で
す
。

イ
レ
ギ
ユ
ラ
1
で
も
扱
っ
て
い
ま
す
。

☆
Ｔ
シ
ャ
ツ
販
売
中
！
☆

今
年
の
夏
の
キ
ネ
マ
・
フ
ェ
ス
タ
に

合
わ
せ
て
、
文
献
セ
ン
タ
ー
、
フ
ェ
ス

タ
　
（
ス
ペ
イ
ン
革
命
）
、
ゲ
バ
ラ
と
三

種
類
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
制
作
し
ま
し
た
。

サ
イ
ズ
は
、
1
5
0
、
Ｓ
、
Ｍ
、
Ｌ
、

の
四
つ
。
ア
メ
リ
カ
ン
サ
イ
ズ
で
す
の

▼キネマ・フェスタ

ＣＩ ＲＡ－Ｊト



（6）文献センター通信第5号

文
献
セ
ン
タ
ー

自
己
紹
介
　
4

思
想
』
、
大
沢
正
道
『
ア
ナ
キ
ズ
ム
思

想
史
』
な
ど
で
、
そ
の
う
ち
に
秋
山

清
の
『
ニ
ヒ
ル
と
テ
ロ
ル
』
が
刊
行

さ
れ
た
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

最
近
の
よ
う
に
多
く
の
ア
ナ
キ
ズ

ム
関
係
の
本
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
七
一
年
以
降
の
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
頃
は
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
に

関
連
し
た
書
籍
が
き
わ
め
て
少
な
く

読
み
た
い
と
思
っ
て
も
な
か
な
か
入

手
で
き
な
か
っ
た
。
文
献
の
多
く
は

大
正
、
昭
和
初
期
の
古
い
も
の
が
多

く
、
戦
後
に
出
さ
れ
た
も
の
も
我
々

の
欲
求
を
満
す
に
は
あ
ま
り
に
も
貧

弱
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
も

と
で
、
文
献
類
が
一
通
り
揃
え
ら

れ
、
自
由
に
利
用
で
き
る
場
が
望
ま

れ
た
こ
と
は
当
然
と
言
え
よ
う
。
私

が
当
時
接
し
た
本
を
思
い
出
し
て
み

る
と
、
近
藤
憲
二
の
『
一
無
政
府
主

義
者
の
回
想
』
、
ウ
ド
コ
ッ
ク
の
『
ア

ナ
キ
ズ
ム
Ｉ
・
Ⅲ
』
、
あ
と
は
古
書

店
で
現
代
思
潮
社
の
『
大
杉
栄
全
集
』

（
全
1
4
巻
）
、
秋
山
清
『
日
本
の
反
逆

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
尾

関
弘
に
し
て
も
、
私
に
し
て
も
、
ま
た

龍
さ
ん
に
し
て
も
か
つ
て
ア
ナ
連
時
代

に
同
様
の
構
想
を
提
出
し
た
こ
と
が
あ

る
と
い
う
よ
う
に
、
セ
ン
タ
ー
設
立
に

携
わ
っ
た
個
々
人
は
各
様
に
そ
れ
ぞ
れ

の
経
緯
を
も
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

の
段
階
で
、
文
献
セ
ン
タ
ー
の
構
想
は

ふ
く
れ
あ
が
り
、
同
時
に
具
体
性
を
も

ち
始
め
た
。

そ
し
て
、
龍
さ
ん
の
参
加
と
構
想

の
拡
大
の
も
と
に
十
月
二
六
日
付
け

で
　
「
日
本
ア
ナ
キ
ズ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー

の
設
立
に
つ
い
て
」
　
の
ア
ピ
ー
ル
が
、

二
百
枚
程
配
布
さ
れ
た
。
そ
の
後
い
く

つ
か
の
問
い
合
わ
せ
や
寄
贈
書
が
あ
っ

た
が
、
反
響
は
別
に
と
り
た
て
る
ほ
ど

の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
、
文

献
セ
ン
タ
ー
の
出
発
で
あ
っ
た
。

構
想
の
拡
大

龍
さ
ん
と
の
交
渉
の
た
め
に
、
翌
十

月
の
初
旬
に
　
「
ふ
も
と
の
家
」
　
を
訪
ず

れ
た
。
初
対
面
で
あ
っ
た
。

保
管
の
場
所
と
い
っ
て
も
、
室
の
一

隅
を
と
い
う
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
龍

さ
ん
か
ら
提
案
さ
れ
た
構
想
は
予
想
す

ら
し
な
か
っ
た
程
に
大
き
か
っ
た
。
そ

れ
は
、
書
庫
兼
閲
覧
室
と
し
て
別
個
に

建
物
を
つ
く
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

旧
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
を
示
さ
れ
た
。
こ

セ
ン
タ
ー
設
立
の
呼
び
か
け
が
個
人

名
で
、
し
か
も
　
「
作
り
ま
し
ょ
う
」
　
で

は
な
く
、
「
作
っ
た
か
ら
協
力
を
」
　
と

い
っ
た
形
で
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の

段
階
で
は
全
く
実
態
の
伴
わ
な
い
言
葉

だ
け
の
も
の
、
い
わ
ば
デ
ッ
チ
上
げ
に

似
た
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
活
動
に
対
す
る
一
つ
の
方
法
、
一

つ
の
姿
勢
を
示
し
て
い
た
よ
う
に
思

う
。
一
つ
に
は
、
セ
ン
タ
ー
の
設
立
を

発
起
人
や
準
備
会
を
経
て
何
ら
か
の
組

織
形
態
を
整
え
つ
つ
建
設
す
る
方
法
が

考
え
ら
れ
た
。
実
際
に
そ
の
よ
う
な
考

え
方
に
立
つ
提
案
と
、
意
見
が
寄
せ
ら

れ
も
し
た
。
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
運

営
し
て
い
く
た
め
に
は
広
汎
な
支
持
が

必
要
で
あ
り
、
ま
た
有
効
で
あ
る
こ
と

を
考
え
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ

の
よ
う
に
考
え
、
あ
る
時
期
は
そ
の
方

向
を
探
り
も
し
た
が
、
現
実
に
は
異
っ

た
形
で
建
設
が
進
め
ら
れ
た
。

そ
こ
に
は
、
実
態
は
伴
わ
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
す
で
に
　
「
こ
れ
で
や
ろ
う
」

と
い
う
意
志
一
致
が
先
行
し
、
既
成
事

実
化
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
事
実

を
越
え
る
何
も
の
を
も
、
他
に
見
出
せ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ど
ん
な
に
魅
力

的
な
方
法
で
あ
っ
て
も
、
活
動
の
裏
付

け
が
得
ら
れ
ず
、
ま
た
自
か
ら
も
確
信

す
る
に
至
ら
な
い
状
況
で
は
、
自
分
の

足
元
を
見
つ
め
て
い
く
し
か
な
い
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
設
立
の
呼
び
か
け

の
段
階
で
、
や
れ
る
者
が
や
れ
る
範
囲

で
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
合
意
が
あ
っ

た
。
そ
こ
に
は
、
お
そ
ら
く
他
に
　
＼
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＼
　
や
る
者
は
居
な
い
で
あ
ろ
う
、
し

か
し
今
や
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
出
来
な

く
な
る
こ
と
も
あ
る
し
、
本
格
的
に
開

始
さ
れ
る
ま
で
の
“
つ
な
ぎ
”
“
土
台
の

一
端
に
で
も
…
…
”
と
い
う
予
測
が
働

い
て
い
た
。

こ
の
考
え
方
は
、
書
庫
建
設
を
担
っ

た
東
京
の
“
ば
お
ば
ぶ
”
グ
ル
ー
プ
の

活
動
に
お
い
て
も
明
確
に
さ
れ
た
。
そ

こ
に
は
　
「
形
式
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
実
際

に
や
れ
る
も
の
が
や
れ
る
範
囲
で
進
め

て
い
く
」
　
と
い
っ
た
一
致
点
が
あ
っ
た

と
思
う
し
、
こ
れ
は
セ
ン
タ
ー
の
建
設

開
始
か
ら
現
在
ま
で
の
一
貫
し
た
活
動

の
型
で
あ
る
。

こ
の
考
え
方
な
り
、
活
動
の
仕
方
は
、

自
分
た
ち
だ
け
で
や
る
ん
だ
と
い
っ
た

閉
鎖
性
を
含
ん
だ
も
の
で
は
な
く
、
自

分
た
ち
に
出
来
る
ギ
リ
ギ
リ
の
所
で
や

り
切
る
し
か
な
い
と
す
る
考
え
方
、
他

に
目
を
向
け
依
存
す
る
活
動
よ
り
も
っ

と
直
接
的
に
個
々
人
の
課
題
と
し
て
向

か
う
姿
勢
と
し
て
理
解
し
た
い
と
思
う
。

（
続
く
）

富
士
宮
だ
よ
り

九
月
に
な
っ
て
も
夏
の
暑
さ
を
引
き

ず
る
よ
う
に
暖
か
い
日
が
続
き
、
山
の

様
子
も
少
し
変
。
コ
ケ
モ
モ
は
採
れ
る

が
キ
ノ
コ
が
見
当
た
ら
な
い
。
他
の
キ

ノ
コ
狩
り
に
来
て
い
る
人
た
ち
の
龍
も

空
っ
ぽ
、
三
回
行
っ
て
も
同
じ
結
果

だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
十
月
に
入
る
と
秋

も
深
ま
り
、
毎
週
末
富
士
山
の
二
合
目

辺
り
に
キ
ノ
コ
狩
り
に
行
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
出
会
う
人
た
ち
の
話
を
聞
く

と
、
や
は
り
今
年
は
去
年
よ
り
キ
ノ
コ

の
発
生
が
二
週
間
ほ
ど
遅
れ
て
い
る
よ

う
だ
。
林
の
中
か
ら
は
鹿
の
鳴
き
声
も

聞
か
れ
、
出
会
う
こ
と
も
た
び
た
び
。

ウ
ソ
や
ゴ
ジ
ユ
ウ
カ
ラ
等
の
山
鳥
も
間

近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
山
に
入
っ

て
い
る
と
そ
の
心
地
よ
さ
か
ら
疲
れ
も

あ
ま
り
感
じ
ず
、
五
～
六
時
間
が
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
行
き
、
帰
っ
て
か

ら
の
キ
ノ
コ
の
処
理
作
業
　
（
こ
れ
が
ま

た
タ
イ
へ
ン
）
　
の
こ
と
も
考
え
ず
歩
き

回
っ
て
い
る
。

十
月
二
八
日
、
台
風
一
過
の
快
晴
。

昨
日
の
雨
は
富
士
山
で
は
雪
だ
っ
た
ら

し
く
、
五
合
目
辺
り
ま
で
積
雪
が
見
ら

れ
、
先
週
ま
で
は
そ
れ
程
気
に
な
ら
な

か
っ
た
紅
葉
も
、
こ
ん
な
に
も
変
わ
る

の
か
、
と
い
う
位
一
気
に
色
づ
い
た
。

そ
ろ
そ
ろ
キ
ノ
コ
も
終
わ
り
か
‥
・
？

現
在
、
愛
知
人
権
連
合
・
橘
宗
一
少

年
墓
前
祭
を
主
催
し
て
い
た
故
藤
本
功

さ
ん
の
蔵
書
の
目
録
を
作
成
し
て
い

る
。
九
月
十
日
に
名
古
屋
か
ら
引
き

取
っ
て
き
た
も
の
で
す
が
、
ア
ナ
系
で

は
な
く
、
共
産
党
系
が
多
い
の
で
多
少

の
戸
惑
い
も
あ
る
が
な
ん
と
か
や
っ
て

い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
蔵
書
が
増
え
る

の
は
嬉
し
い
の
で
す
が
、
平
井
さ
ん
、

藤
本
さ
ん
と
そ
れ
ぞ
れ
頑
張
っ
て
い
る

人
達
が
亡
く
な
っ
て
本
が
増
え
て
い
く

の
は
や
は
り
悲
し
い
限
り
で
す
。

前
に
も
書
き
ま
し
た
が
私
、
セ
ン

タ
ー
の
作
業
と
並
行
し
て
、
戸
田
三
三

冬
さ
ん
を
中
心
に
ア
ナ
キ
ス
ト
ク
ラ
ブ

の
例
会
　
（
作
業
）
　
と
し
て
三
ケ
月
に
一

度
、
戸
田
さ
ん
の
お
宅
で
マ
ラ
テ
ス
タ

研
究
会
共
催
？
で
、
ク
ラ
ブ
の
今
は
亡

き
年
寄
り
た
ち
の
遺
産
の
整
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
0
氏
と
Ｋ
氏

の
協
力
も
あ
っ
て
昨
年
の
九
月
か
ら
す

で
に
一
年
、
時
間
は
少
な
い
が
順
調
に

進
ん
で
い
ま
す
。
綿
引
さ
ん
や
、
岩
佐

老
人
の
写
真
を
見
や
す
く
整
理
し
て
い

く
と
、
集
合
写
真
に
写
っ
て
い
る
人
た

ち
の
名
前
が
分
か
ら
な
い
。
そ
の
人
た

ち
を
知
る
人
も
も
う
わ
ず
か
し
か
居
な

い
と
思
う
と
作
業
を
急
が
な
け
れ
ば
と

焦
る
ば
か
り
。
今
年
九
月
の
作
業
で
は

岩
佐
老
人
の
も
の
と
思
わ
れ
る
《
書
》

が
た
く
さ
ん
出
て
き
た
。
自
筆
の
原
稿

な
ど
も
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
保
存
し

て
い
く
の
か
、
課
題
は
セ
ン
タ
ー
と
同

じ
く
山
積
み
で
す
。
　
　
　
　
（
山
田
）

【
作
業
メ
モ
】
　
8
月
1
2
日
　
名
古
屋
の

藤
本
功
さ
ん
の
旧
蔵
書
に
つ
い
て
西
村

さ
ん
よ
り
セ
ン
タ
ー
へ
の
寄
贈
の
打
診

が
あ
り
、
西
村
・
奥
沢
が
名
古
屋
の
窓
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口
と
な
っ
て
い
る
黒
沢
和
子
さ
ん
の
案

内
で
、
同
氏
旧
宅
を
訪
問
、
蔵
書
の
概

要
を
み
る
。

9
月
1
0
日
　
蔵
書
を
受
け
取
る
た
め
早

朝
、
3
時
起
床
で
富
士
宮
か
ら
2
ト
ン

車
で
山
田
、
奥
沢
が
名
古
屋
に
向
か
う
。

現
地
集
合
で
関
西
よ
り
西
村
、
松
原
、

今
西
、
千
々
岩
が
参
加
。
9
時
～
午
後

3
時
荷
造
り
と
積
み
込
み
作
業
。
荷
降

ろ
し
作
業
の
手
伝
い
の
た
め
今
西
さ
ん

を
含
め
3
人
で
富
士
宮
へ
も
ど
る
。
夕

方
6
時
作
業
完
了
。

9
月
1
4
日
～
1
7
日
　
富
士
宮
集
会
の
作

業
と
し
て
、
藤
本
文
庫
の
ダ
ン
ボ
ー
ル

箱
の
作
業
。
1
5
～
1
6
日
は
本
の
区
分
け

で
、
と
く
に
定
期
刊
行
物
（
『
救
援
通
信
』

『
方
位
』
等
）
で
終
日
追
わ
れ
る
。
1
7
日

は
不
用
資
料
の
処
分
。

9
月
3
0
日
　
岩
佐
・
綿
引
旧
蔵
資
料
の

整
理
（
戸
田
三
三
冬
宅
）
。
山
田
・
古
屋
・

飛
矢
崎
・
小
川
・
奥
沢
が
参
加
。

1
0
月
1
4
日
　
大
澤
正
道
さ
ん
の
傘
寿
と

著
作
『
忘
れ
ら
れ
ぬ
人
々
』
の
発
刊
を
祝

う
会
　
東
京
・
小
石
川
後
楽
園
の
酒
徳
亭

（
5
時
～
8
時
半
）
　
に
参
集
し
た
。
富
士

宮
か
ら
は
龍
さ
ん
が
参
加
。

1
1
月
3
～
4
日
　
米
国
バ
ー
モ
ン
ト
州

で
開
催
予
定
の
Ｒ
Ａ
Ｔ
　
（
ア
ナ
キ
ズ
ム
の

伝
統
の
更
新
）
研
究
会
に
千
々
岩
が
参
加
。

1
1
月
1
0
～
1
1
日
　
藤
本
文
庫
の
資
料
整

理
　
（
写
真
・
墓
前
祭
関
係
）
　
作
業
。
1
0

日
夜
、
キ
ノ
コ
　
（
7
種
類
）
　
で
御
飯
と

み
そ
汁
。

新
刊
紹
介

西
山
拓
著

『
石
川
三
四
郎
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
ー
ー
社

会
構
想
と
実
践
』

2
0
0
7
年
1
0
月
刊
　
冬
至
書
房

Ａ
5
判
・
並
製
　
2
5
9
頁

定
価
　
（
3
0
0
0
円
＋
税
）

大
澤
正
道
著

『
忘
れ
ら
れ
ぬ
人
々
』

2
0
0
7
年
1
0
月
刊
　
論
創
社

四
六
判
・
上
製
　
3
0
3
頁

定
価
　
（
2
5
0
0
円
＋
税
）

★
運
営
委
員
会
議
事
録
（
抄
）

九
月
運
営
委
員
会

九
月
富
士
宮
交
流
会
と
重
な
り
、
運

営
委
員
会
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

十
月
運
営
委
員
会

十
月
二
〇
日
　
（
土
）

表
事
務
所
に
つ
い
て

現
在
、
東
京
の
連
絡
場
所
と
な
っ
て

い
る
新
宿
区
・
三
月
工
房
の
場
所
を
ア

ナ
キ
ズ
ム
誌
編
集
委
員
会
等
と
正
式
に

シ
ェ
ア
す
る
こ
と
で
調
整
す
る
こ
と
と

し
た
。

■
二
〇
〇
八
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー

一
時
見
送
り
が
検
討
さ
れ
た
が
、

〇
八
年
版
は
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
（
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
サ
イ
ズ
）
と
し
て
発
行
す
る
。

※
既
に
発
売
中

■
会
員
募
集
に
つ
い
て

新
規
会
員
の
募
集
と
現
会
員
に
は
継

続
の
お
願
い
を
す
る
。

■
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ａ
へ
の
カ
ン
パ

シ
ネ
マ
フ
ェ
ス
タ
の
黒
字
分
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ａ
へ
カ
ン
パ

す
る
こ
と
の
正
式
依
頼
を
、
共
催
し
た

ア
ナ
キ
ズ
ム
誌
編
集
委
員
会
に
打
診
す

る
。

■
法
人
化
に
つ
い
て

法
人
と
し
て
、
Ｌ
Ｌ
Ｃ
＝
合
同
会
社

の
検
討
を
開
始
す
る
。
で
き
る
だ
け
早

く
定
款
の
タ
タ
キ
台
を
作
成
す
る
予

定
。

ア
ナ
キ
ズ
ム
文
献
セ
ン
タ
ー
通
信

第
5
号

発
　
行
／
二
〇
〇
七
年
十
一
月
二
五
日

発
行
所
／
ア
ナ
キ
ズ
ム
文
献
セ
ン
タ
1

編
　
集
／
運
営
委
員
会

連
絡
先
／
東
京
都
新
宿
区
新
宿

1
の
3
0
の
1
2
　
三
月
工
房
気
付

郵
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替
口
座
／

0
0
8
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－
　
3
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3
0
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1
⊥
0
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座
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メ
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ｃ
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一
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